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主催：地域福祉部会
共催：地域医療と福祉を考える会議
場所：笠縫まちづくりセンター

第 2回 担い手研修会
9月16日（土）　

通学路にいつも立たれて
いる笠縫みまもり隊の方々
に、３年生の児童が、感謝の
意味を込めてインタビュー
しました。
当日は、隊を代表して６

名の方が教室で児童の質問
に答えました。児童からは、
「なぜ見守りをやろうと
思ったのですか？」「何を考
えながら立っているのですか？」
「やめたいと思ったことはないです
か？」など、日ごろの素朴な疑問が
ぶつけられ、隊の皆さんも自分の気
持ちを改めて整理するかのように
ゆっくり、わかりやすく、回答され
ていました。
かれこれ１８年も継続されている方は、「過去、自分がお世話に

なったので今は少しでも自分が役立ちたい」と述べられ、このよう
な感謝の気持ちの連鎖が笠縫、ひいては世界を変えていくと、気づ
かされる場面もありました。最後に児童からは、お礼の言葉とあい
さつを欠かさないことを約束していました。

令和 5年11月1日

笠縫みまもり隊のみなさんに
インタビュー

スクール ESD
「答えのない問いへの挑戦」

３年生が６月の修学旅行のフィールドワークで見聞きしたこと感
じたことをもとに、クラス毎に課題設定、設定理由、仮説、解決手段、
自分ができる事の提言を行いました。
訪問した熊野古道を題材に、環境破壊、高齢化と後継者不足、資源

の活用など生徒たちの観点で議論した内容が体育館のスクリーンに
投影され、プレゼンが行われました。どれもが、日本や世界が抱える
課題を縮小したようなテーマで、ネットやチャットGPTで引っ張っ
てきたような答えではなく、まさに「答えのない問い」に真剣に取り
組んだように感じられました。
支援者として、大学教授、教育長、スクールコーディネーター、他お

世話なっている方々からのコメントを聞き、新たな気づきも加え、継
続した取り組みに挑戦されていくようです。

洋画　サンキストサークル
を訪問しました。

まちづくりセンターの

自主教室紹介

Ｑ. 現在は何名ですか？
13 名＋指導員１名で活動しています。
60～ 80歳代の方が多いです。

Ｑ. どのような活動でしょう？
月２回の活動で、静物画、屋外、モデルさんを
水彩や油絵で描いたりと、幅広く活動してい
ます。仕上げまでの時間を確保するため、午
前・午後を通して行うこともあります。

※メンバーは随時受け付けているそうです。
まず見学からいかがでしょう。
お問い合せは、まちづくりセンターまで

町内会長、福祉委員、民生・児童委員約 60
名が集い、担い手研修を行いました。
グループに分かれ、各自地域で福祉活動に
取り組んできたことを色分けした付箋紙に記
入、模造紙に貼って「見える化」して意見交換
しました。「散歩で出会った方への声掛け」「町
内会でのつながりを大切にしたい」など、地域
活動の良さを再認識する機会となりました。

松原中学校／ 9月15日（金）

笠縫小学校／ 9月12日（火）
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特定非営利活動法人ヒューマン・ライツ・アドバンス・堺の西
岡功祐さんを講師に迎え、「普通って何やろう？多様な個性を大
切に」のテーマで 84 名の参加で開催しました。講演は、「私たち
が日常よく使う言葉、『普通』『当たり前』の境界線は、人それぞれ
で、何が普通で何が普通でないのかは曖昧である」から始まりま
した。
26 歳の時にオーストラリアで２年間過ごす中で、誰かが言って
いるからではなく、自分の気持ちや個性を大切にすることを学
び、今の自分があると話されました。
普段、何気なく発する「普通」という言葉について、改めて考え
る機会となりました。

笠縫学区人権推進協議会 講座　主催：笠縫学区人権推進協議会　場所：笠縫まちづくりセンター
8月 19日（土）第 3講座

9月 16日（土）

親子で学ぼう！お金のはなし

例年、各町内会において開催される町内学習懇談会を前に、「充実した町内学習懇
談会のために」と題して、人権センターの白井さんより参加者 81 名を対象に各町内
会での進め方を説明いただきました。
続いて、市発行の「めざめ」や「ＤⅤＤ」「啓発講師団」などの題材や進め方のポイン
トの説明があり、続いて、充実した町内学習懇談会となるよう各町内会と市行政協力
者との打合せを行いました。

9月 30日（土）第 4講座

ファイナンシャルプラン
ナーで、子ども向けマネー教
育の専門家であるキャサリン
（竹内かおりさん）とナンシー
（西岡奈美さん）を講師に迎
え、学校では教えてくれない
身近で大切なお金について学

びました。
前半は、珍しい２千円札を実際に見せてもらいながらお金の
歴史を学び、続いて、お金にまつわるクイズでは、どの子もはり
きって手をあげて発表していました。
後半の子どもと大人に分かれてのワークショップでは、子ど
もたちは、コンビニで８００円のおこづかいをどう使うか考えま
した。使い方にも子どもたちそれぞれの個性が出ました。大人
は、おこづかいはいつから？いくらあげる？など大人同士普段聞
けないお金のことについて意見交換をしました。
子どもからは「クイズやワークが楽しかった！」大人からは「子
どもとお金について考える良いきっかけになった」などの声があ
りました。

小学生４１名と伊丹空港の見学と日清カップヌードル
ミュージアムにチキンラーメン作りの体験に行きまし
た。午前中は伊丹空港で空港内の見学と展望テラスで
離着陸する飛行機を間近で見ることが出来ました。午
後は日清カップヌードルミュージアムに移動し、今回の
バス研修のメインイベント、チキンラーメン作りです。
２人１組で小麦粉をこね、のばし、蒸したあとに味付
けをして、チキン
ラーメンができるま
での一連の工程を
楽しみながら体験
しました。自分たち
が作ったチキンラー
メンをお土産にも
らって、みんな笑顔
のバス研修となりま
した！

主催：子ども育成部会
場所：笠縫まちづくりセンター

セミナーセミナー
主催：子ども育成部会
笠縫わんぱくっ子 8月9日（水）

バス研修

西岡功祐さん
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